
4 

日
本
、

ド
イ
ツ
の
実
情
は

固軍酉

判
断
能
力
が
衰
え
た
人
の
権
利
擁

護
の
た
め
に
後
見
人
を
選
定
す
る
成

年
後
見
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
叩

年
。
「
措
置
か
ら
契
約
の
時
代
」
へ

と
大
き
く
方
向
転
換
を
し
た
日
本
の

福
祉
の
目
玉
政
策
で
あ
っ
た
が
、
利

用
者
は
別
万
人
に
も
達
せ
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
世
界

初
の
国
際
会
議
、
「

2
0
1
0年
成

年
後
見
法
世
界
会
議
」
に
出
席
の
た

め
来
日
し
た
ド
イ
ツ
法
曹
関
係
者
も

出
席
し
、
成
年
後
見
の
あ
り
方
を
め

ぐ
っ
て
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
い

た

。

【

岩

石

隆

光

】
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ドイツ連邦司法省卜ーマス・マイヤ一課長

ド
イ
ツ
の
世
話
法
は
、
少
子
高
齢
社

会
に
お
い
て
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

法
律
で
、
現
在
1
3
0万
人
が
世
話
を

受
り
て
い
ま
す
。
世
話
と
は
、
民
法
に

規
定
さ
れ
た
法
的
な
世
話
を
意
味
し
ま

す
。
例
え
ば
美
容
師
の
世
話
人
は
、
そ

の
美
容
師
の
日
常
生
活
の
支
援
を
す
る

の
で
あ
っ
て
、
本
人
に
代
わ
っ
て
髪
を

カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選

任
さ
れ
て
い
る
世
話
人
は
お
万
人
、

3

分
の
ー
が
職
業
世
話
人
で
、
残
り
が
、

親
族
と
市
民
後
見
人
か
ら
な
る
名
誉
世

話
人
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
精
神
障
害

や
知
的
障
害
の
子
ど
も
が
凶
歳
で
成
人

す
る
と
、
世
話
人
を
依
頼
す
る
と
と
が

多
く
、
初
歳
を
超
え
る
と
、
多
く
の
認

知
症
の
患
者
さ
ん
が
、
世
話
を
受
け
る

と
と
に
な
り
ま
す
。
世
話
官
庁
、
世
話
裁

判
所
が
、
実
際
の
運
用
に
あ
た
り
、
各

新

「世話法」で130万人を支援

日毎〔第3種郵便物認可)

村
申
し
立
て
も
あ
り
ま
す
が
、

機
能
し
て
い
な
い
ケ
l

ス
、
が
少

新
井
成
年
後
見
制
度
の
利
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
国
の

用
状
視
は
、
ド
イ
ツ
の
1
3
0
補
助
策
と
し
て
、
成
年
後
見
制

万
件
に
対
し
て
、
日
本
は
げ
万
度
利
用
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す

件

で

す

。

が

、

基

本

的

に

は

本

人

負

担

で

大
貫
ド
イ
ツ
は
、
職
権
申
あ
る
た
め
に
申
し
立
て
を
ち
ゆ

し
立
て
主
義
で
す
が
、
日
本
は
、
う
ち
よ
し
て
し
ま
う
。
制
度
が

本
人
あ
る
い
は
4
親
等
以
内
の
ス
タ
ー
ト
し
て

m年
た
ち
、
市

親
族
に
よ
る
申
請
主
義
を
と
っ
民
後
見
人
の
養
成
も
始
ま
っ
て

て
い
ま
す
。
判
断
能
力
が
落
ち
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
後
見
人

た
状
態
で
後
見
を
依
頼
し
な
け
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
状
祝

れ
ば
な
ら
な
い
、
決
心
が
つ
か
で
す
。
ζ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ

ず
、
申
請
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
つ
で
は
、
世
話
法
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
な
い
例
が
相
当
あ
る
の
で
た
時
点
で
、
名
誉
世
話
人
と
い

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
区
町
う
市
民
後
見
人
に
よ
る
支
援
体

司
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ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
カ
I

マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
外
国
・

国
際
社
会
法
研
究
所
所
長

新
井
誠
日
本
成
年
後
見
法
学
会
理
事
長
筑
波
大
学
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト

フ
ロ
l
リ
ア
ン
・
コ
l
ル
バ
ッ
ハ

ト
l
マ
ス
・
マ
イ
ヤ
l

マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ユ
パ
l
ネ
ン
フ
リ
ュ

l
ゲ
ル

北
野
俊
光
弁
護
土

大
貫
正
男
司
法
書
士

-
申
請
た
め
ら
う
例
も

判
断
能
力
が
衰
え
た
人
に
対
す
る

支
援
法
と
し
て
2
0
0
0年
4
月、

成
年
後
見
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

任
意
後
見
は
、
将
来
に
備
え
、
あ
ら

か
じ
め
後
見
人
を
決
め
て
お
く
制
度

で
す
。
法
定
後
見
は
、
判
断
能
力
の

衰
え
た
関
係
者
の
申
し
立
て
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
が
適
任
な
援
助
者

を
選
任
す
る
制
度
で
、
判
断
能
力
に

応
じ
て
、
後
見
、
保
佐
、
補
助
の
3

類
型
が
あ
り
ま
す
。

申
立
件
数
の
9
割
が
後
見
で
す
。

叩
年
に
わ
ず
か
6
6
9
3件
で
あ
っ

た
申
し
立
て
は
、
凶
年
に
は
2
万
7

3
9
7件
と
、

4
倍
超
と
な
り
、
こ

の
叩
年
の
累
計
で
は
悶
万
件
に
の
ぼ

り
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
成

立
す
る
な
ど
福
祉
関
連
法
が
整
備
さ

「社会で、パックアッフ。」は着実

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
申
し
立
て

が
増
え
た
と
考
え
ろ
れ
ま
す
。
開
年
、

叩
年
と
年
約
3
・
5
物
の
伸
び
を
示

し
て
い
ま
す
。

ω年
の
町
歳
以
上
人
口
の
増
加
が

2
・
8
4
wで
す
の
で
、
高
齢
者
の
増

加
を
反
映
す
る
も
の
で
し
た
。
今
後

は
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、
単
身
世

帯
が
急
増
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
対
策
に
力
を
入
れ
な

砂
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
制
度
と
の
連
携
、
さ
ら

に
地
域
で
支
え
る
体
制
を
確
立
す
る

と
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
後
見
が
開
始
さ
れ
、
裁
判

所
が
後
見
監
督
を
し
て
い
る
件
数

は、

5
万
6
7
2
0件
(
閲
年
)
で

す
。
∞
年
が
3
6
6
9件
で
し
た
か

最高裁事務総局家庭局第1課小田正二課長

地
に
あ
る
世
話
人
協
会
が
、
名
誉
世
話

人
の
養
成
、
教
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
ド
イ
ツ
で
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
世
話
件
数
の
増
加
が

年
1
3
3品
初
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
費

用
が
年
4
S日
物
の
割
合
で
増
え
続
け

て
い
る
と
と
で
す
。

2
0
0
5年
に
5

億
円
で
あ
っ
た
世
話
費
が
、
開
年
に
は

6
億
8
6
0
0万
円
に
ま
で
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
失
業
保
険
の
申
請
や
破

産
の
申
告
は
複
雑
で
す
。
し
か
し
世
話

人
の
選
任
は
安
易
に
で
き
る
た
め
、
そ

れ
ら
の
手
続
き
の
た
め
に
、
世
話
人
を

選
任
す
る
例
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。
世

話
人
に
頼
り
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た

の
で
す
。

職
業
世
話
人
に
対
し
て
本
人
が
、
そ

の
費
用
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
部
品
W
の
人
に
支
払
い
能
力
が
な

い
た
め
、
結
局
、
州
政
府
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
医
師
に
よ
る
鑑
定
費
な
ど
も

あ
り
ま
す
が
、

6
億
8
6
0
0万
国
ー
の

ほ
と
ん
ど
が
、
職
業
世
話
人
へ
の
報
酬

で
す
。そ

の
支
出
を
抑
え
る
た
め
、
回
年
、

世
話
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
時
間
単

位
で
支
払
わ
れ
て
い
た
職
業
世
話
人
の

報
酬
は
定
額
制
と
な
り
、
被
世
話
人
と

の
面
接
が
不
十
分
な
場
合
は
、
解
任
の

理
由
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の

任
意
後
見
に
あ
た
る
予
備
的
代
理
の
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
代
理
人
は
、

財
産
管
理
、
医
療
行
為
の
同
意
な
ど
身

上
監
護
に
あ
た
り
ま
す
。
費
用
は
本
人

負
担
と
な
り
ま
す
、
不
必
要
な
世
話
費

を
抑
え
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
く
な

っ
た
人
を
よ
り
多
く
の
人
で
支
え
る
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

制
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
ぞ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
が
、
ド
イ
ツ
の
世
話
法
は
後
見

れ
が
そ
の
ま
ま
、
数
字
に
表
れ
北
野
わ
が
国
の
任
意
後
見
だ
け
の
1
類
型
で
す
。

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
制
度
は
、
公
証
人
が
公
正
証
書
マ
イ
ヤ
|
一
人
の
判
事
が

マ
イ
ヤ
l

世
話
制
度
は
却
で
契
約
書
を
作
成
、
原
本
を
保
扱
う
世
話
法
の
審
理
数
を
決
め

年
の
歴
史
が
あ
り
、
今
後
も
監
管
、
法
務
局
に
登
記
を
し
ま
す
て
お
く
こ
と
で
、
職
務
の
負
担

督
件
数
は
増
え
る
と
予
測
し
て
か
ら
、
委
任
契
約
と
の
違
い
は
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
た
だ
世

い
ま
す
。
医
師
が
、
こ
の
制
度
明
白
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
制
度
話
法
の
審
理
は
、
大
変
手
闘
が

の
け
ん
引
役
を
果
た
し
て
き
ま
の
趣
旨
が
周
知
さ
れ
ず
、
漠
然
か
か
る
た
め
、
希
望
す
る
判
事

し
た
。
臨
床
の
場
で
は
イ
ン
フ
と
知
っ
て
は
い
て
も
、
実
際
の
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
と
い
う

ォ
l
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
(
説
手
続
き
は
知
ら
な
い
と
い
う
人
実
情
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
所
が
、

明
と
同
意
)
が
不
可
欠
で
す
。
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。
最
世
話
人
の
中
か
ら
本
人
に
ふ
さ

医
師
が
、
判
断
能
力
が
落
ち
た
近
の
年
間
契
約
数
は
7
0
0
0
わ
し
い
人
を
選
び
ま
す
。

患
者
の
治
療
に
際
し
、
世
話
人
、
件
、
後
見
嗣
度
の
発
足
か
ら
叩
北
野
田
本
の
家
庭
裁
判
所

あ
る
い
は
代
理
人
を
つ
げ
る
と
年
、
現
在
ま
で
の
契
約
総
数
は
は
、

3
類
型
に
な
っ
て
い
る
だ

と
を
要
求
し
続
け
て
き
た
の
で

4
万
2
0
0
0件
ほ
ど
で
す
。
け
審
査
は
容
易
か
も
し
れ
ま
せ

す
。
終
末
期
医
療
や
認
知
症
、
ド
イ
ツ
で
は
即
万
件
を
超
え
て
ん
。
さ
ら
に
家
庭
裁
判
所
調
査

精
神
疾
患
、
ま
た
閉
鎖
病
棟
へ
い
る
と
聞
き
驚
い
て
い
ま
す
。
官
の
協
力
も
得
ら
れ
ま
す
。

の
入
院
な
ど
、
代
理
人
の
判
断
日
本
の
成
年
後
見
法
は
、
判
断
大
貫
現
在
の
日
本
の
専
門

が
重
要
な
も
の
と
な
り
、
や
が
能
力
に
応
じ
て
後
見
、
保
佐
、
職
後
見
人
は
、
弁
護
士
3
2
0

て
社
会
が
世
話
人
を
必
要
と
考
補
助
の
3
類
型
か
ら
な
り
ま
す

O
人
、
社
会
福
祉
士
3
5
0
0

ら
、
乙
の

m年
で
日
倍
以
上
に
な
っ

た
乙
と
が
わ
か
り
ま
す
。
後
見
開
始

後
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
例
は
国

万
件
で
す
。
親
族
で
は
な
く
、
第
三

者
の
専
門
職
(
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
)
が
後
見
人
と
な
り
、

報
酬
が
発
生
し
て
い
る
件
数
は
2
万

7
7
7件

(ω
年
)
で
、
∞
年
の
約

叩
倍
で
す
。
ま
た
親
族
が
い
な
い
た

め
、
市
区
町
村
長
の
申
し
立
て
に
よ

る
も
の
が
2
4
7
1件、

9
必
を
占

め
て
い
ま
す
。

叩
年
の
成
年
後
見
開
始
例
で
は
、

鉛
・

5
微
を
専
門
職
が
占
め
ま
し

た
。
問
年
は
、

6
月
ま
で
の
集
計
で

す
が
、

ω品
川
に
達
し
て
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
親
族
以
外
が
後
見

人
に
な
る
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
東
京
、
大
阪
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
、
市

民
後
見
人
が
受
任
し
て
い
る
例
も
あ

り
、
成
年
後
見
制
度
は
、
社
会
全
体

で
支
え
る
制
度
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

人
、
司
法
書
士
5
2
0
0人
な

ど
計
1
万
8
0
0
0人
で
す
。

ド
イ
ツ
で
は
、
世
話
人
協
会
が
、

名
誉
世
話
人
の
養
成
、
教
育
に

あ
た
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
日

本
で
は
、
後
見
人
と
し
て
の
力

量
を
高
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
研
修
機
関
を
設
け
て

い
ま
す
。

新
井
後
見
開
始
に
伴
う
欠

格
事
由
、
と
と
に
選
挙
権
は
く

奪
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が

ド
イ
ツ
で
は
い
か
が
で
す
か
。

マ
イ
ヤ

I

す
べ
て
の
こ
と

を
世
話
人
に
依
頼
す
る
ま
で
は

選
挙
権
を
失
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
人
が
、
財
産
、
住
居
、

健
康
の
管
理
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
点
で
、
投
票
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

制
度
と
介
護
保
険
は
、
規
定
の

上
で
は
接
点
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
務
上
で
は
緊
密
な
関
係

に
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
る
人
が
被
後
見
人
で

も
あ
る
場
合
は
、
一
部
の
自
治

体
で
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用

介
護
保
険
の
基
本
は
、
互
い
に
助

け
合
う
と
い
う
連
帯
の
原
理
と
、
自

ら
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
行
う
と
い

う
補
完
の
原
理
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
在
宅
で
の
利
用

者
が
多
く
、

2
2
0万
人
が
支
援
を

受
け
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
に
よ
っ

て
、
経
済
的
支
援
、
助
言
が
受
け
ら

れ
、
社
会
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
、
給
与
総
額
の
1
・M
出品
W

で
、
雇
用
者
と
被
雇
用
者
が
そ
れ
ぞ

れ
半
額
を
負
担
し
ま
す
。
子
ど
も
が

い
な
い
場
合
、
さ
ら
に
0
・
部
修
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い

な
い
配
偶
者
、
子
ど
も
は
家
族
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
は
無
料
で
す
。

要
介
護
者
と
は
、
身
体
・
精
神
疾

患
を
患
い
、
少
な
く
と
も
過
去
6
カ

月
以
上
日
常
生
活
に
不
自
由
を
来

し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
度
は
三
つ
に

区
分
さ
れ
、
所
得
に
関
係
な
く
、
そ

。z
人

示

前

話

『
乞
晴
世

ア
引
る

一
下
一
守

マ
山
見

齢

刀

護

服
旦
不
介

劃

ト

な

ツ
J

川
刊
リ

一
門
伝
劃

日
独
と
も
に
、
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
ま
す
。
労
働
力
人
口
が
減

少
、
社
会
の
活
力
が
落
ち
て
い
く
と

と
を
危
倶
す
る
人
た
ち
も
い
ま
す

が
、
新
た
に
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
創
出
さ
れ
、
高
齢
者
を
意
識
し
た

商
晶
開
発
が
、
新
し
い
技
術
を
生
み

だ
す
可
能
性
す
ら
あ
り
ま
す
。

2
0
1
5年
の
防
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、
日
本
が
お
物
、
ド
イ
ツ
加
物
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
高
齢
化

が
、
少
し
先
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

高
齢
者
の
就
労
率
を
み
る
と
、
日
本

で
は
師
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
加
・
-

物
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
で

は
3
・
9
物
で
す
。
的
S
M凹
歳
で
は

日
本
国
・

8
4如
、
ド
イ
ツ
釘
・

8
4
w

で
日
独
が
近
づ
き
ま
す
。

公
式
に
決
め
ら
れ
て
い
る
定
年
と

実
質
の
定
年
の
平
均
は
、
日
本
の
男

ドイツ日本研究所経首・経済研究部
フローリアン・コールバッハ部長

高齢者が経済の原動力に

上からベッ力

一、新井、コー
ルパッ1¥， マイ

ヤ一、シュパー
ネンフリユーゲ
ル、北野、大貫
の各氏

-
さ
ら
な
る
協
力
必
須

シ
ュ
パ

l
ネ
ン
フ
リ
ユ
|
ゲ

ル
日
独
両
国
は
、
福
祉
の
領

域
を
テ
I
マ
に
、
毎
年
、
意
見

交
換
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ド

イ
ツ
で
は
、
日
本
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
に
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
を
作
り
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
来
年
は
、
乙
の
地
域
力
を

テ
l
マ
に
大
い
に
話
し
合
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
井
実
は
、
日
本
成
年
後

見
法
学
会
で
も
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し

て
、
成
年
後
見
制
度
を
普
及
さ

せ
て
い
き
た
い
と
議
論
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
成
年
後
見

の
区
分
に
よ
っ
て
、
現
金
、
現
物
給

付
を
受
り
ま
す
。

世
話
人
は
、
日
常
的
な
介
護
を
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
や

家
族
な
ど
が
き
ち
ん
と
介
護
を
行
っ

て
い
る
か
を
見
守
る
立
場
に
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
介
護
保
険
を
熟

知
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
し
っ
か
り

と
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
る
と
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
凶
年
の
介
護
保

険
法
の
改
正
で
は
、
日
本
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
が
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
日
本
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
た
る
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を
あ
ら
た
に
設
置
し

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
、
情
報
を
二
冗
的
に
集
め
る
と
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
施
設

に
は
、
定
期
的
な
報
告
を
義
務
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
の
透
明
化

を
は
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

性
は
前
者
が
回
歳
、
後
者
が
印
・

5

歳
、
ド
イ
ツ
の
男
性
は
邸
歳
と
位
・

1
歳
で
す
。
日
本
は
定
年
後
も
働
い

て
い
る
人
が
多
く
、
ド
イ
ツ
は
反
対

に
、
定
年
前
に
辞
め
て
し
ま
う
人
が

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
企
業
の

責
任
は
、
年
齢
に
よ
る
差
別
を
行
わ

ず
、
高
齢
者
の
雇
用
を
創
出
し
、
定

年
を
再
考
す
る
と
と
で
す
。
ド
イ
ツ

で
は
、
即
歳
以
上
が
購
買
力
に
占
め

る
割
合
は
叩
俗
で
あ
り
、
日
本
で
は

印
歳
以
上
が
、
個
人
の
金
融
資
産
の

関
係
を
占
め
て
い
る
と
い
う
事
実
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
ほ
ど
高
齢
者
が
注
目
さ
れ
て

い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
、
紙
オ
ム
ツ
の
年
間
売
り
上
げ
は

1
6
0
0億
円
で
、
大
人
用
と
乳
児

書つ
Mrf

旨つ

用
の
売
り
上
げ
が
ほ
ぼ
搭
抗
す
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

支
援
事
業
に
よ
っ
て
、
介
護
保

険
の
枠
内
で
費
用
を
負
担
し
て

も
ら
え
る
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
権
利
擁
護
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
さ
ら
に
強
化

し
て
、
成
年
後
見
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
ル
バ
ッ
ハ
日
独
は
と

も
に
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
は
国
境
が
あ
り
ま
せ

ん
。
企
業
は
、
社
会
的
責
任
を

忘
れ
ず
に
、
新
製
品
の
開
発
に

当
た
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

ワ
イ
マ
I
ル
共
和
国
初
代
大
統
領
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

.エ
I
ベ
ル
ト
の
遺
志
を
継
ぎ
1
9
2
5年
に
設
立
さ

れ
た
財
団
で
①
民
主
主
義
と
多
元
主
義
の
政
治
・
社
会

教
育
を
行
う
②
才
能
の
あ
る
若
い
人
々
に
高
等
教
育
と

研
究
の
道
を
ひ
ら
く
③
国
際
理
解
・
協
力
に
貢
献
す
る

ー
ー
と
と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
東
京
事
務
所
は
、
国
際
対
話
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
の

民
主
的
な
労
働
運
動
や
政
治
活
動
を
共
通
の
立
場
で
議

論
す
る
こ
と
を
目
的
に
1
9
6
7年
に
設
立
さ
れ
た
。

介
護
施
設
の
職
員
は
、
利
害
関
係

の
対
立
が
起
と
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
世
話
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
入

居
者
に
よ
っ
て
評
議
会
が
組
織
さ

れ
、
施
設
の
運
営
に
発
言
で
き
る
体

制
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
評
議
会
に

は
世
話
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
親
族

に
は
、
予
備
的
な
代
理
権
が
付
与
さ

れ
、
介
護
度
に
あ
わ
せ
て
、
月
2
2

5
田
ー
か
ら
6
8
5田
ー
ま
で
現
金
給
付

を
受
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
週
に
H

時
間
以
上
介
護
に
あ
た
り
、
叩
時
間

以
上
働
い
て
い
な
い
な
ど
の
条
件
を

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

代
理
人
は
、
要
介
護
者
が
、
住
宅

を
処
理
し
て
施
設
に
入
る
、
閉
鎖
病

棟
に
入
院
す
る
、
抗
精
神
病
薬
の
服

用
が
必
要
に
な
る
な
ど
の
時
に
は
、

世
話
裁
判
所
の
決
定
に
従
い
ま
す
。

緊
急
処
置
が
必
要
で
あ
っ
た
場
合

は
、
事
後
に
、
あ
ら
た
め
て
判
断
を

仰
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

に
、
高
齢
者
が
経
済
の
原
動
力
と
な

っ
て
、
新
た
な
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
創
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

在
日
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
は
、
メ

ン
バ
ー
を
対
象
に
、
四
年
に
、
高
齢
社

会
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
「
今
後

5
s
m年
に
お
け
る
シ
ル

バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
」
の
質
問
に
対
し
、
大
変

重
要
と
の
答
え
が
田
修
、
重
要
が
お

胤
初
で
し
た
。
し
か
し
、
「
高
齢
者
に
絞

り
込
ん
だ
市
場
調
査
を
実
施
し
た
と

と
が
あ
る
か
」
の
質
問
に
関
係
が
ノ

ー
と
答
え
、
加
瓜
W
が
高
齢
者
に
特
化

し
た
商
品
の
開
発
に
は
、
ま
だ
手
を

付
け
て
い
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

そ
れ
故
、
私
は
、
ラ
イ
バ
ル
が
少
な

い
今
と
そ
が
、
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
参
入
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

と
の
点
で
も
日
独
は
協
力
を
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ベ
ッ
カ
l

日
独
が
歩
み
を

同
じ
く
し
て
い
る
人
口
動
態
の

変
化
は
、
確
か
に
シ
ル
バ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ド
イ
ツ
の
世
話
法
、
日
本

の
成
年
後
見
法
に
は
、
利
用
者

数
な
ど
、
多
く
の
違
い
が
あ
る

こ
と
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
学

ぶ
と
と
が
で
き
ま
し
た
。
援
助

を
必
要
と
す
る
人
の
自
己
決
定

と
自
立
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
互
い
に
利
点
を
学
ぶ
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
独
政
府
間
協
議
を
元
に
1
9
8

3
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
で
、
人
文

科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
の
各

分
野
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
会
議
な
ど
の
文
化
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
青
少

年
計
画
に
よ
る
=
一
つ
の
日
独
青
少
年

交
流
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

協
力
・
フ
リ
l
ド
リ
ッ
ヒ
・
工

l
ベ
ル
ト
財
団
東
京
事
務
所

ED彊alIOI午前I成田発惨(途中乗り継ぎ)iビュー泊>9トレツキング4日目/歩程=約2時間。
カトマンズ。着後専用車にてホテルへ。〈カトマンズ i植村直己さんをエベレストに案内した伝説のシェル

泊>8トレッキング1日目/歩程=約3時間。カ卜-:t パ、ベンパ・テンジンさんと面会、記念品の贈呈。植

ンスら(圏内線)ルクラ。歩いてパクディンの村へ。 i村さんも滞在したヲムジュンの村を訪問。〈ホテルエ

〈口γジ泊>8卜レッキング2日目/歩程=約6時 iベレストビュー泊>0トレ':1キング5目目/歩程=約

問。パタディンから標高約3400mにあるシェ)vパの i1時間。シャンボチ工へ下ります。下山はシャンボ

里ナムチェI~ザールヘロ〈ロッジ泊>Ðトレ・yキング3: チ工の正からセスナでルクラへ。ルクラ与(圏内線)
目目/歩程=約3時間。ナムチヱパザ ルから眺め iまたはへリコプ安ーでカトマンズへ(ルヲラを経由しな

のいい急登を登り、飛行場があるシャンポチェの丘 iい場合があります)。午後は自由行動。〈カトマンズ

へ。東には宮ムセルフ、北にはアマダブラムを手前に、 i泊>0終日自由行動(フライト予備日)<カトマンズ

ローツ工、そしてその向こうにエベレストの姿が。標高 i泊>D出発まで自由行動。I深夜]カトマンズ発昂*

約3，880m、エベレストやアマダブラムを望む絶景の iホテルはご出発まで利用できます。D(途中乗り継

ホテルエベ・レストヒユーに到着。〈ホテルエベレスト iぎ)[午後]成田着、着後解散。

@食事朝7・昼4・タ5回付き(機内食は除くl+宿泊:(カトマンズ)ホテルヒマラヤ、ホテルエへ必レスト、または同等
ヲラス {シャンポチエ}ホテルエベレストビュー {ナムチェバザールとパヲテeイン)ロッジ .添乗員同行
φ最少催行人員:10名 .利用予定航空会社:キャセイパシフィック航空

。ベンパ・テンジンさんは高齢のため、本人の体調によって面会中止と止ることもあります。なお、面会中止の場
合でもう7ムジュンの村は訪問しますo

。最高点は標高約3，880m(ホテルエベレストビュー)と主りますので高山病に対する注意が必要です。

ザ毎日新聞旅行sqfk手r照Jmp
AtL 緊fJ鰐?錦iE553tEJZJrzTt刷!D~ 重主



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 30%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 250
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 250
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 650
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF6bce65e57528>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [650 650]
  /PageSize [576.000 1190.551]
>> setpagedevice


